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Palaeozoicand:Mesozoic Form前ionsinもheVicini七;YOL
Ful玉umoto，Okayama， P.refec七ure

S"t.ratigraphyand出eGeologic
“:Maizul'u Zone" (Pal'七 1)-一

Keiji NAKAZAWA， T~unemasa SI王IKIand Daikichi.ro' SHIMlZU 

(Abstl'act) 

The Upper Permian Kose group，色heLowel' and Mid<!le T.riassic FukUl110tO， gro'llP， tbe 

Upper Triassic Yanagi form前ionand Nakaiso conglomerate beds，枕1eso-called Inkstone g:roup， 

and basic in枕usive:rocks crop out in the viciniも;yofFukumoto-mu.ra in Oka;yama Prefecture. 

The"Palaeozoic 'and Mesozoicform財ionsin this dist:rict，色og抗he:rwi由主hebasic :rocks， indicate 

他的 the“班点izu:ruZone丹 extendsInto Ok勾amaPrefectureabou七130km.W:SWof Maizu:ru 

P:refec色ure.
Thes七1'a主igraphyof the Palaeozoic and Triassic forn1a七ions.is shown in the followi沼g 主able~

Norian?--Nakaiso conglomer抗ebeds;~....mainly conglome1'おもewi曲部ndstone，thickness 200m. 
unconformiもy?

。出 forma七ion......blackshale and carbonaceous sandy shale， thiekness 70m. 

faul右

ふ飢-:Miyano-ol玉ufo:rmation.... ..dark blue calcぉreoussandy shale and盆nesand嶋

stone，也ickness300m. 

rKyogak的 o 七ion..….alternationof shale and sandstone，色bickness270-300m. 
Scy出ian-1Kusan9to:rm同ion...…mainlyi知eton)ediumsands古onewithooIiglomer前e，thickness

68“96m十.

faul色

Upper Permian-Kose g:roup......mainly black shale wi七11.sandst9関

thickness 350m:-. 

The K066 group contiains fusulinids sucb as Lep'idolinαsp竺andY;αbeinα8p. and is eorrela主ed

wi七hthe Uppe:r Permian Kuma 8eries in Kyushu. The Fukumoto group con~~~ÌI;~ pelecytod-
(忍従説品包

fossi1s such 部加obakevelliα 加~bei NAKAZAWAく:MSみ崎ophoriaaff. laeviglαtα血弱点，Eum(Ji・晒
ρhotis sp. npv，.， ancl “pecten" sichoticu，s， BIT'rNER， in the Kusano拙 dKyogakubo formaも，iOI叫加品べげ

cephalopods .such aS Hollαnd#es sp;，“])αnubitcs" s p. and Orthocer仰 8p.in滋1e.]¥主iyano'-oku'. 
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forma七ion. From色hesefossils the group is considered Scyもhianand Anisian in age. The group 

匂 infa叫色 C0ntac七wi出 tbeKose group， b凶 18S時 posedto overlie色he瓦osegrou p unconfor-

mably. The Norianく?)Nakaiso conglomerate beds overlie色heKose and Fukumoto groups in 

angular uuconformi七yas a result ofa severe crustaI moveme凶 ofLadinian or Oarnia:n age. 

舞鶴地帯とは松下濯の命名

更に間帯を遁跡問LlI蘇東部まで連縫するこ

休場型機岩及び砂岩を主鰭とする一

三主義系の分布するとと，多〈の場合いわゆ

特色ある二塁系を特徴2)1ジにあげる

る。夜久野藤基性岩類*としたも

や石英う号線岩@感棒花関岩もと含め

ぽな超盤基性岩類は別個

とれらの岩腎は:Eと

表されたととがある5'-8、G

し，

叫に夜久野醸基性主主入岩類， b:超躍基性岩類，<0:所認未詳

中生麿く古生踏?)d:登米型古生}毘番競:三三塁系分帯地
直①舞鶴地磁，②志高地区，③大江一夜久野地磁，④御

稲本地l払⑦成瀦Jtl!匝
d舞鶴地替概念鴎

ととである。た最上記の

いないが霊喪主主賠であ

とれに伴う

る大き

な3な嘗護士富松下準教授には結えす事

うけ，宮津常助教授@

@中山勇率土には岩石

して頂色加藤不二男氏は

色々の方蕗で援助をされた。又九州

大事勘米良範齢助教授には多忙中に
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'nnα811. 

るc

m土口多くの場合上下に足分し得る…。

下部組~中粒灰青砂岩を主とし，敷m程 策 2題橋本陸群栓朕踏

*勘米良によ Zone')の問題k う



100 吸

乙とが特徴的で般性火成岩自の多いことも注目される。

く，長石@火成署片は少ない口砂岩は石英を主としp 長石を伴1ハ，方解石で充
ユワ，}:;"}シ

てんされ多少石灰質となっている。叡岡村飯関東方寸は見事な連接露頭が見られるが，と L

3d 

3なD

を主鐙とし，頁岩の再蝕磯を合さヘ時には{怠唐が見られp

られる古野淳 68，.....，96m十口

し殆んど粗粒物質を含まない。岩質は下部の…ものと殆んど鑓Dたい。化

南東に締粒の傾向があれ 1宮本村とめ山附認では籾~中粒の砂岩
上下に直分できない。

らたづて

るが，それ以下の唐準も含むものと考えられる。

1麓山村榔では灰縁組粒砂岩中 20，.......，30mの魚卵欣石灰岩をと合久…とれば恐らく

うがくぽ管に相官する。 としてやや沖合の岩相を示すものと考えられる。

所から化石を産するが多くはたい。

躍本麗群の化石と時代*

草野j警は上下を遇じて化石内容は務ら訟い。

llia kαnbei NAKAZAWA gen.的 sp.

8おhoticU8 Pin間 sp.nov.， Nucul側 a.sp.β，M.'l/al仇α?Sp.，JiJumo9・']Jhotis

の丹、 Orthoceras.sp・9 菊石 2民腕足類8稽p 巻貝 1種を産じ，との

うがくぼ麗の化石も殆んど同様で、 Neobal~仰ell仰と Myophoria， 各県が主である。 とれらの化石む

うち "Pectenィ" siehoticusは稲井麿群下部の平磯野のものと同種で" J.I1yOph01・1α 、aff.Jaevigαtα はずス

ものに酷1rLし，N初bαk仰 θlliαkαnbeiはご轟紀の Bakevellia8.S.に最も近い。
るが Ophicemsに最も近い**。以上の化石及び‘宮の奥居&の唐位的関

ること

Neobαke'vell勾や Myophm'iαは殆んど見られないむ

それ工D上

*ネ
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Ophicerasに近似してやや進んだ縫合線を

aff'.siehotious， Myophoria aff‘la，仰 igatα"Palaeoneilosp.β ぐこ

宮の奥居の最不部は Scy七hian

ら化石を産する。

sichoticus， Neobakevelliαdannensis N ak. gen・e七

ら 061・αtites

maizur・ensisKOBAYASHI and 1m口KAWA，γelata maizur・6η¥sis1ぜAKA同

P
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r!"iiJ迭ニ今宿志岐?;?正以清水、大宮渓[C

Bcliwαg仰向α等の紡錘議化石を含む。

以上の…"碗若j菅群"中からはま

るものと考えられる。

(7) 第三紀機器援

らi(Lる Q と

(豆〉

立なら?J

火

ら}有にかけて庚く分布する。多くは出~灰色p時に淡紅色の石英組揺岩を主躍としp

れることは少ない合う減定で、きるEJI'では，的れも定向

な!J，又諜灰岩に移化じ，金鍾として熔岩流をなすものと考えら

る腕もしばしば見られ，

土地の人は慶長鍛!I~と呼ぶ
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九例

五勢層群く衣岩，ニヘ

~系〉
く砂岩・

岩・砂質頁岩，

1¥1$3.投系)1 
][きょうがくぼ野，

][営の奥居，lV未分

JfI 
中磯r~~岩居〈上告ii五
議系1)

“磁石器itii." 
白霊系〉

第三紀探岩野

扇y状地と毘鉱

石英和商岩類

石英斑悲々牒

化石器地〈かっこ内

は服地問・~j韓石フ

断暦く各々確定，

定，習i想〉
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がガラス質となる。石英乱高岩に伴う石英瑳岩捻も多く，とれらは間近の断資群よ E後期のものであ

るが，中に明らかに断唐にl~ 告られ灘位しているものもある Q とのものは或は花満岩に関係あるも

のかもしれないc

ぐ4) 霊会 岩

く

より古いものと

E 

とがあ札前者除後

5つの地震構造直に分けられる。

ゆるいp 然し，波長の小さい摺曲を主鰭と

既速のよ

る。一

J豆谷

矯 5路 上，五勢管部第 4プロックの摺曲及欝rI寄く吉井JlI左岸道路沿い

下，稲本j雪群第 2プロツグの摺rtJi及鶴居

叉路線離高級を

ろう。

しかし著しい摺曲や蹴唐構造は第3プ
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解析は図難だが， も稿本麿群もほぼ東西の淀向で9 北に傾斜する皐斜構造を示して荷札もし

等斜摺曲をしていないとすれば最も単純な構透を示しているD

以上のように各ブロックの構造はそれぞれ呉った特徴をもづている。金鰹として見ると中央の第 3

ブロックが最も複雑で，その東闘に次第に饗勤の程度が弱くなっている傾向が見られる。従づて異づ

た構造麗のいろいろの地麿の饗動の程度を比ぺて，時代的の差異そ求めるのは無意味であるととを注

意しなければならないD 同一構造直ぐ例えぼ第3プロウク〉で区勢唐群と稿本暦群の繋動のうけ方在

比べると，前者の方が後者より大きい。叉構法的に見て中磯磯岩唐堆積前，句稿本!管群堆積後部

紀の中期から後期にかけて著しい地裁鷺動のあづたととは明らかである。た Yその時期が事ip唐堆積時

(Carnian)とt'ういう関係を持づかは明らかでない。中磯磯岩唐堆積後は摺曲工Dも断麿運動が主鰭

である。 石英粗高岩噴出後の地裁穣勤ははでつまりしないが，基盤の“硯石庭群"は谷底だけではな

くしばしば尾棋の上にも見られるとと。それにもかかわらず干それ等の走向@傾斜が殆んど務化してい

ないととだEから単純なブロック運動のあてコたととが後想される。

要 約

。〉関山県卒、柵原鎖山南方の穏木村F付近には古生唐@三義紀唐@“硯石賢群"ゃいわゆる夜久野盤墓
性岩類が分布し，舞鶴地帯干の西方延長に相嘗する。

ぐの古生唐の主鰻をなす巨勢麿群は球磨統と考えられ，三塁紀麿のうち稿本管群は稲井統，榔唐は

美鵡統，中磯疎岩唐は恐らく成羽統である。

ぐの橋本暦群と百勢麿若手はいデ、れも断j菅関係にあるが，元来は不整合と推定され吉生代末のかなり

の饗動が殻恕される。叉中磯磯岩堆積前の地殻繋勤は著しいものである D

(5)調査範闘が狭小にもかかわらデ5ヲの地質構造障に分けられ，各構造底毎にそれぞれ異でった特

徴を示している D
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